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小計 53．1　　　　　62．0 76．1 83．3　　　　　85．0 91．O　　　　lO7．3　　　　114．4
わからない
原因
儀式
38．8　　　　　34．3
14．4
4．3
8．2
3．7
32．4
8．0
2．9
！7．O　　　　　l3．6
7．3
2．6
2．5
0．5
10．4
1．9
0
5．4
1．2
0
3．0
O
l．1
計 110．6　　　　108．2　　　　119．4　　　　110．2　　　　101．6　　　　103．3　　　　113，9　　　118．5
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表2
事柄に関する細目
事柄
　になる
　動かない
　病気
　歳
　できない
　同義反復
　消える
5歳
20．9
5．8
6．5
1．4
1．4
1．4
4．3
2．1
6歳
19．2％
6．5
9．4
2．9
1．6
0．8
0
2，0
7歳
23．0％
6．2
6．8
3．2
1．5
0．3
4．4
3．3
8歳
29．0％
4．7
6．5
0．6
2．3
2．9
12．0
5．8
9歳
32．7％
L5
5．0
0，5
2．0
6．5
14．1
7．0
10歳
37．0％
0．5
4．7
　0
　3．8
　8．5
13．7
13．3
11歳
46．7％
　1．8
14．4
　0
　1．2
　7．8
15．6
18．6
20歳
40．8％
　ユ．9
10．6
　0
　1．5
　7．9
15．8
21．9
その他，は略
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表3
上薗恒太郎
感情に関する細目
感情
　悲しい
　寂しい
　恐い
　苦しい
　可愛そう
　嫌なこと
　楽になる
　何も思わず
5歳
15．8％
2．2
0．7
2．2
0．7
4．3
6．5
1．4
0
6歳　　7歳　　8歳
23．7％　　　36．0％　　　37．0％
3．7　　　　　8．0　　　　　9．1
0　　　　2．4　　　0．9
4．5　　　　　9．7　　　　11．7
1．6　　　　　4．1　　　　　4．4
6．1　　　　　4．7　　　　　2．6
7．8　　　　14．7　　　　12．0
0　　　　0．6　　　0．6
0．8　　　0　　　　0．9
9歳　　　10歳　　　11歳
31．2％　　　20．9％　　　12．0％
6．0　　　　　6．2　　　　　2．4
0　　　　0．5　　　0
11．1　　　　　4．3　　　　　3．6
1．5　　　　　4．3　　　　　4．2
4．0　　　　　0．9　　　　　1．2
11，6　　　　　4．7　　　　　4．8
0．5　　　1．4　　　0
0．5　　　　　1．4　　　　　0．6
20歳
　7．9％
　1．9
　0
　1．5
　1．9
　0
　1．1
　1．l
　l．5
　　つまらない，その他，は略
表3－2
感情のなかで，どの感情がどれくらいの割合を占めるか
感情
5歳　　6歳　　7歳　　8歳　　9歳　　10歳　　ll歳　　20歳
15．8％　　　23．7％　　　36．0％　　　37．0％　　　31．2％　　　20．9％　　　12．0％　　　　7．9％
悲しい
寂しい
恐い
苦しい
可愛そう
嫌なこと
楽になる
何も思わず
14％
4
14
4
27
41
9
0
16
0
19
7
26
33
0
3
22
7
27
11
13
41
2
0
25
2
32
12
7
32
2
2
19
0
36
5
13
37
2
2
30
2
21
21
4
22
7
7
20
0
30
35
10
40
0
5
24
0
2
24
0
14
14
19
表4
説明に関する細目の分類結果
説明
　他界
　魂
　転生
　他の説明
5歳
　％
15．0
12．2
0．7
0．7
1．4
6歳
　％
16．7
14．3
2．0
0．4
0
7歳
　％
15．0
10．0
3．2
1．2
0．6
8歳
　％
13。5
6．2
2．9
0．6
3．8
9歳
　％
17．6
11．1
2．5
2．0
2，0
10歳
　％
27．9
12．8
5．2
2．8
7．1
ll歳
　％
42．O
l9．8
10．2
4．2
7．8
20歳
　％
57．0
　6．4
11．3
　5．7
33．6
IV　考察
IV－1　発言量の増大
　表1の小計をみると5歳まで53．1％であった発言量がll歳では2倍の107．3％に漸次増
加し，20歳では114．4％になっている。発言量増大の要因は，（わからない）と答える子ど
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もの減少，死に関する説明と事柄に関して述べる子どもの増加である。発言増をくっきり
と表しているのは，（わからない）の減少である。（わからない）は，5歳からll歳の間に
7分の1に減少し，20歳で3．0％に減る。
　とくに7歳と8歳の間では32．4％から17．0％へと急激に減る。それまで死に関して沈黙
していた子どもが発言するようになり，おもに事柄に関して述べるようになるといえる。
10歳からll歳の（わからない）の減少にも有意差を認めるが，ここでは説明および事柄に
関する発言量の増大がめざましい。それぞれ14．1％および9．7％の増加である。10歳から
ll歳の間では，二つ以上の項目にわたって重複発言している子どもの数が11．3％増加して
いるが，7歳と8歳の間では逆に8．2％減っている。（わからないと小計との年齢間の差を
比較した。）つまり8歳前後では発言する子どもの数の絶対数増の要因がより大きいが，
10歳前後では重複発言の増加要因が大きい。
　このような変化の内容の差はあるが，子どもたちの死に関する発言量は，増え続けてい
る8）。その内容を検討すると，事柄の項目の増加は情報量の増加を，説明の項目の増加は
死についての考えが増えたことを表し，表2の同義反復の増加はむらがあるけれども死に
関する言葉の知識が増えていると解釈できるのではないか。だが，説明が20歳になってな
お増加しており，事柄はむしろ減少している点では二つは異なる。死の関するさまざまな
事柄，事実に関する情報への興味関心はある程度知ることで飽和状態になるが，死をいか
に説明するかは20歳で半数以上の関心事だということであろう。
IV－2　感情表現は20歳では少ない
　増加傾向を示すこれらに対して特徴的なのは，感情の項目である。8歳で37．0％のピー
クを示し，7，8，9歳で30％台を示す。7，8歳まで増加するが，9歳以降減少し，11
歳で12．0％，8歳の時の3分野1に減り，20歳では7．9％に減少する。子どもたちに比べ
て，20歳という大人は感情の面ではクールにすら見える。
　感1青の各内容と年齢の問で対比が明らかなのは，子どもたちと20歳である。20歳におい
て，（恐い）（かわいそう）はほとんど見られず，（嫌なこと）との表現は少なく，（何とも
思わない）が突出している。各年齢での感情を100とした場合，どの感情内容がどの程度
の割合を占めるかを計算すると，（何とも思わない）は子どものなかではユ0歳の7％が最
大であるが，20歳では19％を占めており，突出といわざるをえない。ここでも20歳はクー
ルさを発揮しているかに見えるが，それが20歳という大人なりの死の受容なのか，感晴の
抑圧なのか，興味のあるところである。
　そのほかどのような感情をもつかについての，年齢が変わるにつれての傾向はとくには
見られない。ただ，（かわいそう）という表現は5，6歳に多く，年齢が上がるにつれて
漸減する傾向にあり，20歳ではみられない。死ということを次第に自分の死として考える
ようになるということだと解釈する可能性は，表2の（病気）と死をつなげて考える7歳
までの傾向から支持されるようにもみえるが，ここに挙げた表では確信できない。
　8歳前後に高い値を示す感情表現が20歳になって減少する特徴の要因として三つが考え
られるように思う。一つは，質問の形式である。＜死ぬとはどんなことだと思いますか。
あなたが考えていることを教えてください〉からは，感情について答えることは，考えと
いう台詞や質問の意図から二次的であると受け取ることが挙げられる。調査の経験から言
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えるのは，子どもの場合，20歳ほどには質問に応じて，自分の考えのうち相手の意図する
ところに合わせた答を選別して提出することはない，むしろ子どもの場合尋ねられたこと
に関連して自分の思い付くことを総動員して答える。20歳の場合，質問に精確に答えるこ
とができるだけに，質問の用語がより大きく答えに反映する。
　二つ目には，20歳の大人が死について，嫌であろうと，どのような感情を持とうと，訪
れることを知っており，避けられない事実として厳然として受け止めようとしているので
はないか。あるいは，感情で表現する代わりに死についての幾多の説明，別言すれば合理
化を準備しており，それによって死に対処しようとしているといえよう。このことは表4
の，説明項目が57％，また他の多様な説明が33．6％であることから推察される。天国，地
獄，魂の行方，転生など，また，無になる，解放，旅立ちなどの説明によって死の意味を
理解しようとしているのであろう。そして死を意味づけることによって死に対する己の態
度を決めようとしているのであろう。
　三つ目には，現代史的な要因である。死に際して感情を抑制することが現代あるべき態
度であるならば，20歳の大人たちはその雰囲気のなかにあって感情を表出しないような思
考を形成しているのではないか。大人への態度形成過程で幼いときのような感情の割合は
抑圧されてきたという側面を否定できない。死に際して悲しみ，恐れ，嫌だと泣き叫ぶこ
とは，現代人にとって子どもつぽいことであるのだろう。（死者や死と向き合う場は，感
情を抑圧するべき場であるから，感情をあらわにする恐れのある子どもは遠ざけられる。）
多感な時期を過ぎて大人となったときに人はクールになる，感情の項目が20歳になって7，
8，9歳時の4分の1に減少するのはそのことを反映していると思われる。
　死に際しての人々の歴史的な態度変化は指摘され始めたところである。「20世紀には，
人目につかない変化が…生じたように思われる。…自然な出来事としての死は，ますます
『口にできないこと』になった」9）死に際して「〈泣きさけぶ〉ことへの怖れと新しい形の
差恥心」が生まれており，「新しい慣例は，その（夫の死に際しての一引用者註）苦痛
をおしかくすことを要求する」10）ようになっている。また，「どんな感情も外に出さぬとい
う確信がもてたとき，はじめて人は」夫を亡くした者を受け入れるようになっている11）。
喪の悲しみは今や慣習としては廃止された。
　「19世紀に，『うるわしき亡骸』に別れの挨拶をしたことがないとか，人が死につつあ
る場に一度も立ち会ったことがないという人は，滅多にいなかったであろう。葬儀は，労
働者階級にとっても，中流階級にとっても，貴族にとっても，最大限に見栄をはる機会で
あった。共同墓地は，古い村ならどこでもその中心にあり，ほとんどの町で目につきやす
いところに位置していた。犯罪者の処刑が世間への見せしめであることをやめ，その日が
公休日にならなくなったのは，19世紀もかなり末になってからである」12）「19世紀におけ
る狂おしい悲嘆と劇的表現…」，「ロマン主義を特徴づける葬儀の大ドラマや墓参や熱狂的
な思い出の崇敬」13）は，20世紀の中ごろには消えてしまった。
　同様の流れは日本においても見られる。通夜が必ずしも夜を徹さなくなり，野辺の送り
が霊導車による運搬に変わり，葬儀や喪に服することが事務手続き的に行われることに人々
が馴れていったとき，感情は密やかな私的なもの，公衆の前ではあらわさず，ごく内輪の
人たちの中でしか感情に崩れてはならない，ひっそりと悲しみに入り込むしかないものに
なったといえよう。それは1960年代に変化したのではないか。むろん死をめぐる感i青表出
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の変化といったものはゆっくりとしか変わらず，通夜や盆や賀状の儀礼は残っており，霊
枢車は目立つ格好で走っているとしても，喪の悲嘆は会社や隣近所ではもはや日常性をこ
わさぬ程度にさっと交わす挨拶程度に抑制されている。悲しみは押し隠すべきものになっ
ている。そして，このような変化によって形成された大人としての態度が，子どもっぽさ
とは区別される。
IV－3　8歳前後は感情の時代
　感情項目は，わからないを除くと6歳で最大の割合を占める項目となり，9歳で事柄の
項目と並び，減少してゆく。5歳で事柄の項目が感情項目より多いのは，事柄の項目の割
合が高いからではない。事柄の項目は5歳20．9％，6歳19．2％と変化しない。5歳から6
歳への両項目の逆転は，感情項目の増加による。9歳から10歳の場合，事柄の項目は4．3
％増であるのに対して，感情項目は10．3％減であり，ここでも感情項目の増減の方が大き
いことがわかる。
　7，8，9歳を死の意識を感情で表現する時代と命名できるかも知れない14）。このこと
は死の教育にとって意味をもつ。すなわち，道徳授業における，いわゆる心情と判断との
問題で言えば，おおよそ小学校低学年の時代は，心情を中心にする資料が子どもたちの死
とは何かの答え方により近い形であると読み取れるからである。
　感情に関する細目のうち，どの項目が多くの割合を占めるかを各年齢，多いもの二つを
並べると次のようになる。10歳の22％と21％のように有意差の認められないものも同じく
掲げる。
表3－3
感情のなかで，どの感情が上位を占めるか
　5歳
　　％
嫌なこと
　41
可愛そう
　27
　6歳
　　％
嫌なこと
　33
可愛そう
　26
　7歳
　　％
嫌なこと
　41
恐い
　27
　8歳
　　％
嫌なこと
恐い
　32
悲しい
　25
　9歳
　　％
嫌なこと
　37
恐い
　36
　10歳
　　％
悲しい
　30
嫌なこと
　22
苦しい
恐い
　21
　ll歳
　　％
嫌なこと
　40
苦しい
　35
　20歳
　　％
悲しい
苦しい
　24
何も思わず
　19
　「嫌なこと」はll歳までほとんど最多であるが，特徴的なのは，5，6歳で「可愛そ
う」，7，8，9歳，10歳も含めて「恐い」，10，ll歳，また20歳も含めて「苦しい」が上
位を占めている点である。可愛そう，の言葉はやはり自分以外のものに向けられている。
恐さは死にたいする関心を現すと同時に自分もそこにかかわることを予想させる。苦しい
は，死についてある程度想像がついていることを伺わせる。ここからは，5，6歳はその
気持ちの中で死を自分のこととして考えていない，7，8，9，10歳は恐れを抱きながら
死に関心をもち，10歳から上は死の苦しさを想像体験していると言えそうである。自分が
死ぬという認識の転換期は6歳にあるらしい。というのも，同じ調査のく自分はいっか死
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表5
自分はいっか死ぬと思いますか
はい
わからない
いいえ
5歳
　％
59．O
12．9
28．1
6歳
　％
84．1
6．5
9．4
7歳
　％
91．4
1．8
6．8
8歳
　％
94．7
1．5
3．8
9歳
　％
99．0
0．5
0．5
10歳
　％
97．2
2．8
　0
11歳、
　％
95．2
2．4
2．4
20歳
　％
97．7
0．4
　1．9
ぬと思いますか〉に対して表5のように，5歳から7歳の間の変化が大きい。
　自分が死ぬ，という認識は，死に対応する視点を子どもたちに作り出していくのではな
いか。自分の死を認識すると，知識として知っている程度のものかどの程度かは別問題と
して，また，死が自分の身近な者の死という形で自分にかかわってくるという認識を含め
て，死に対応する視点を作る，ないしどう対応するかを迫られるがゆえに自分の態度を考
えざるを得ないのではないか。この場合の視点ないし態度形成は，これまで死の認識成立
の判定基準とされてきた死の普遍性や必然性の認識にまで至る必要はない。普遍性や必然
性を基準として，子どもの発達の問題として，何歳で認識が成立すると言い，またそれへ
の反論として，もっと下の年齢で普遍性や必然性を認識していると論じられたりした。し
かし自分の死の肯定，感情による反応，死にかかわる事柄の知識など総合的に認識成立に
向かう道と考える方がより事態に下そうである。
　〈自分はいっか死ぬと思いますか〉の「はい」の項目の増加と感情項目，の増加とを比較
してみると，5歳から6歳への前者の増加が1．4倍，後者が1．5倍，6歳から7歳で，前者
が1．！倍，後者が1．5倍15）である。7歳以降自分の死にたいしては90％台の肯定回答が続く。
　感情の項目の方では，それまで「可愛そう」「嫌なこと」中心であった感情面が，7歳
から「恐い」「嫌なこと」の割合が増大し，感情による死への反応そのものが増加する。
事柄に関しては，7歳から次第に発言が増えていく。
　表1か年は，原因，儀式の項目で8歳から9歳の間に変化が生じていることを読み取れ
る。死を語るのに，死ぬ原因を語る，ないし死にかかわる儀式について語ることが減少し
ていく。
　さらに表2で事柄の項目を見てみよう。「病気」の項目によって，死と病気との問の区
別がはっきりしてくる様子を伺い知ることができるが，それは7歳から8歳の変化が大き
い。「同義反復」の項目からは，死に関する言葉が，8歳になって増大することがわかる。
8歳前後で何々ができないという考え方が増加（「できない」を参照）するが，それは死が
今の生と対比されて何かができなくなることとして認識されていくことを意味する。8歳
と9歳の問で「になる」項目が減少する。死んでそうなる，例えば骨と，死が切り離され
て，生にとって死が何であるかという方向で死について発言するようになるのだが，それ
は「消える」という消失が，8，9，10歳と次第に強く意識されるようになる点に現れる。
　この事情を，表4からも読み取っていいだろう。説明項目の変化は，8歳まで横ばいか
減少傾向で，以後8歳の13．5％から1．3倍の9歳の17．6％，そこから1．6倍の10歳の27．9％，
さらに1．5倍の42％と増加を続け，20歳では57％に達する。（この様子は図1の③説明のラ
インの8，9歳以降の急上昇に見て取れる。）ここに，死に関する意味づけがなされてい
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くようすを見ていいだろう。就中「その他の説明」は，生に対する死の意味の説明，少な
くともそのような表現形式となってくる。〈死ぬとはどんなことだと思いますか〉の問い
に対して10，ll歳は次のような答もする。
　「人生を卒業したこと（10歳）」「自分の仕事などを子孫に譲ること（10歳）」「人間に定
められた運命（10歳）」「自分は二人生きていて，自分自体が死ぬともうひとりは友だちの
心の中に残っています。その友だちが死ぬと自分も死にます。（10歳）」「神さまのもとへ
命を捧げること（10歳）」「生命を失う…本当の世界へゆく（肉体は仮の姿）（10歳）」「人
生のゴール（10歳）」「人生は神様のテストだから，死ということは立派になったというこ
と（10歳）」「みんなと別れて，記憶が消えて，生まれ変わる（10歳）」「死というのは生物
みんなにいっかはくる大切なものだと思います（ll歳）」「その人にとって最後の出来事
（ll歳）」「悪いことをして死ぬのと，いいことをして死ぬのがわかるとき（ll歳）」「自由
ではいられないこと（ll歳）」「自分の生きているうちの反省だと思います。自分がどうい
うことをしたのか見てみること（ll歳）」「死ぬとは無になることだと思う（ll歳）」「生ま
れ変わるときの着替えみたいなもの（ll歳）」「勇気のいることだと思う（ll歳）」「地球か
らあの世へ移り変わるだけ（ll歳）」「生きる力がなく，希望を捨てることだと思う（ll
歳）」「命（たましい）がしおれて，働き疲れて，天国へ登っていく（ll歳）」「生きる苦し
みから解放され，美しい場所に行くこと（ll歳）」
　表4の「他界」は，8歳で6．2％の最低となり，ll歳まで増えて19．8％になる。「魂」に
ついて言及しているかどうかの項目は，9歳と10歳の間にターニングポイントがある。
「転生」の項目は，8歳と9歳の問で増減の傾向が逆転する。その「他の説明」では，9
歳と10歳の問で変化し，20歳に至っては33．6％と，死についてさまざまな説明を用意して
いることがわかる。死に関する説明については，概略9歳前後にターニングポイントがあ
る。5，6歳の説明は，天国にいく，が大部分で，これを含む「他界」の項目が説明全体
のそれぞれ81％，86％を占める。天国などの説明は，大人による子ども向けの説明の再話
を聞いている感があり，天国についてくわしく尋ねると，雲の上にある，飛行機で行くん
だよ，といった答が返ってきたりする。
V　結語
V－1
　以上の結果から，次のような図式を読み取ることができよう。自分の死にかかわる認識
の7歳までの増加が死に対する感情項目の増加となって現れ，7，8，9歳で感i青による
反応のピークを迎え，その際死に対する反応は「可愛そう」から「恐い」への質の転換が
起こる。さらに7歳から8歳へと死に関する情報が増えていき，8歳前後に死の周辺，病
気や死の原因と死そのものを区別し，事柄の認識の量的増大と，8歳前後での事柄の認識
面での，死という事柄に限定した発言をしていく転換が生まれる。死に関する説明となる
と9歳前後になって変化が現れる。死が生とのつながりで意味をもち始めるのであろう。
V－2
学校教育の授業との関連で具体的な例をあげておく。『ず一つと　ずっと　だいすきだ
よ』16）が，三村図書，こくご一，に取り上げられているが，死を扱った絵本からの採用と
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して注目される。飼犬の死と楽しい記憶，老衰死，埋葬と先のペットへの愛着からは離れ
るが愛情をもって次のペットを飼うかもしれないということが綴られる。犬と少年との交
流から死，将来への展望まで周到に扱ってすぐれた作品である。これを教材ないし資料と
して取り上げる際に，次の点を考慮すべきであろう。小学校低学年の年齢層が人に対する
記憶（9歳まで2，3％台）よりも，感情（6，10歳で20％台，7，8，9歳で30％台）
の面で子どもたちが心動かしていることを見ると，子どもの中のペットとの過去の交流や
記憶が生き続ける点をとりあげるより，子どものなかに形成された心情の面かちとりあげ
る，道徳においては共感資料と呼ばれたりするが，ことが子どもたちの実状にかなってい
る。その心情とは簡単に言葉でいえば死を通しての生あるものへの愛情というこどになる
が，「だいすき」というこの本に流れるいわば通奏低音が心地よく響けばいい。国語の教
材であるが，隼命尊重の資料として価値がある。
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